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感染状況の差(7⽉)
n⼈⼝

lスペイン：47百万⼈
l⽇本：126百万⼈

n7/11の週の感染者数
lスペイン：117千⼈
l⽇本：559千⼈

u週毎の集計のみの国急増
nオミクロンによる第6波

lスペインは集団免疫獲得？
u第７波の発⽣を抑制？

n結構聞かれた
l「本気で⽇本に帰るのか？」
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出発前の⼿続き
nスペイン⼊国に必要な⼿続き

lSpTHアプリでの登録
u最終ワクチンの接種⽇時と種類を⾃⼰申告

Ø接種証明書のupload不要
Ø世界的には珍しい「2回⽬接種270⽇後のbooster接種必須」

uiPhoneで登録しようとしたら、⽇付がうまく⼊⼒できない
Ø年はpull downメニュで選べる
Ø⽇付が「本⽇」で⾃動登録されてしまう

→同じIDを使ってPCブラウザで⼊⼒し直す
l空港でのスマホ故障やネット障害を想定

uA4サイズ印刷を想定したメール受信
Ø印刷&パソコン保存
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回復証明
などもOK



現地出発72時間前のPCR検査
n国内旅⾏代理店が提供

l2万円〜
l時間指定が困難

u出発72-48時間以内の受検が基本
uさらにこんな注意書きがある所も

Ø現地病院が時間指定
Ø現地病院、英語対応できません

n国際会議の主催者として参加
lドタキャン座⻑の代打など突発事象に対応
lバルセロナ市内から電⾞で1時間のテラサ
l朝イチに受検するしかない

n検査を⽤務にできない
l会議は⾦曜⼣⽅まで

u⼟⽇は病院は休み、⽉曜⽇まで後泊できるか？
→断念、現地でなんとかすることに
まあ⼈⽣何事もチャレンジ！
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海外旅⾏保険の追加契約
nクレジットカード付帯保険

l感染治療だけが補償の対象
l疾病は傷害と異なる

u疾病による死亡・後遺症は補償対象外

→追加した保険に加⼊することが望ましい
n会計さんに確認

l⾃⼰負担…数千円程度ではあるが
l⼀部国⽴⼤学では公費で契約
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⽇本出国
n特になにもなし…

l搭乗前のチェックなどは無し
n⽻⽥空港

l19時台とはいえ閑散
l店舗はほぼ休業中

u「空港で買う」はできない
Ø出国前エリアも

u飲⾷も航空会社ラウンジのみ
u1、2タミに⾏けば良いが…

n機内
l⽇本⼈のマスク着⽤率100%かな？
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イスタンブール乗り継ぎ
nコロナ関係の審査・検査はなし
nいつもの乗り継ぎ保安検査のみ
n朝5時でも免税店等はフルに営業中
n航空会社ラウンジは通常営業

lマスクしているのはごく僅か
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素⼿で乗り回す⼈がちらほら



スペイン⼊国(バルセロナ)
n⼊国審査

lいつもの通り…以上に何も聞かれなかった。
n検疫…⼊国審査後で良いのか？

l分岐点で「SpTH登録済みか？」と質問
u「スマホで登録した」「紙を持っている」と答えたら係員ブースへ
u「登録って何？」な⼈は別経路で記⼊台へ

l係員ブースでSpTHのQRコードを読み取り
u登録済みならOK
u「⽇本のワクチン接種証明⾒ないの？」と聞いてみた

ØEU域外の証明書なんて本物知らないし、紙の証明書も認めてるから偽
造し放題だしね。デジタル化だもの⼈⼿を省かなきゃだめよ。

n降機後、⼊国審査と検疫は5分で通過
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バルセロナ市内
nマスク率

l屋内・屋外を問わず極めて低い
n飲⾷店も結構賑わっている

l歩道席はどこも満席
l店舗内はほとんど客がいない
lMy消毒スプレー持参な⼈も居た
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ただし、公共交通機関は別
nマスク着⽤は義務

l地下鉄は微妙→混んでない時間帯&乗⾞時間が短い

10テラサ⾏きの近郊列⾞



降⾞するとすぐにマスクを外す
n外したマスク

lポケットやカバンに押し込む⼈
l⼿⾸や肘に引っ掛ける⼈

u左⼿は腕時計があって邪魔？
u右⼿派が圧倒的多数

Ø握⼿代わりの
• 「右グータッチ」「右肘タッチ」してるやん！

n全体的にメリハリがある
l惰性でマスクするより予防効果が⾼そう

uもともと、他⼈に移さないためのマスクだし
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トラムはバス扱いらしい



会議の雰囲気
n会場内のマスク率10%程度

l⼀応

l現実→
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l講演者は⾸掛けマイクを共有... 😱
lこの程度の状況でもマスク着⽤のままの⼈もいた



現地でのPCR検査の⼿配
nホテルのコンシェルジュに相談

l⽣まれて初めてコンシェルジュサービスを活⽤
lその代わり1泊3万円x7泊😢

n海外の病院は杓⼦定規
lコンシェルジュ経由だったので警戒された？
l検査を担当と厚労省フォーマット転記

u同じ医師である必要
l⽇毎に担当医が変わる

u6時間で結果が出る検査…特急料⾦追加…を受検
u当⽇17時までに受け取り
→間に合わない！

13



個⼈のブログを⾒て午前に空港へ

nRapid PCR検査
l100ユーロ+往復の交通費12ユーロ程度

u街中の80ユーロよりは⾼いけど
l15分で結果
l厚労省フォーマットは無料

u街中だと転記の追加料⾦発⽣
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https://www.travelandliveabroad.site/barcelona-airport-pcr/7093/

⾃分でも作れると…思ったのは内緒



MySOSへの登録
nMySOSのレスポンスがかなり悪くなっている

liPhoneだと質問票Webはタイムアウトを繰り返す
lスマホ-PC連携機能を使ってPCブラウザで質問⼊⼒
l郵便番号からの⾃動住所検索の罠

u京都は郵便番号だけだと町名の⼀部しか出てこない
u町名枠追記不可、番地枠「数字とハイフン」のみ⼊⼒可→そのまま確定

nワクチン接種証明書
lデジ庁アプリがあれば結構簡単

n陰性証明書→写真を撮ってupload
l厚労省フォーマットじゃなくても良いと⾔われているが、MySOSの中
の⼈の処理に差が出る…らしい
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⼊国時にスマホアプリ
確認→PC版のみNG

どうせ⾃⼰申告だし
スペイン流に感化？

安⼼の紙印刷
→PC版も必須！



Condition: Red→Yellow→Green…Blue???

n会議参加者から「緑と⻘の違いはなんだ？」と散々聞かれた
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15分 7分 ？？
Green
で完了
と思っ
ていて
⾒逃し
た

印刷を想定したフォーマット
はない

→Web版からダウンロード



バルセロナ出発
nチェックイン時に陰性証明書提⽰
n気を利かせすぎた

lスマホで病院フォーマット証明書を提⽰
uスペイン語

l航空会社係員
u厚労省フォーマットを想定

lスマホの画⾯を数⼈で確認
u⽼眼で字が⼩さいなぁ読めないぞ…あ、
英語じゃない。スペイン語だ！

n機内、乗員乗客のマスク着⽤率
l多分0%…ということは (^^;;;
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イスタンブール乗り継ぎ
n搭乗⼝で⽇本フォーマット陰性証明提⽰
n今度は厚労省フォーマットの紙版

lNegativeよし！
lDate&Timeよし！
lStampよし！
→数秒でチェック完了

n機内の⽇本⼈マスク着⽤率…80%くらい
l寝てる時はマスク外す⼈多数

uそれ…逆やと思う
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⼊国のための徒競⾛
n113番ゲートから逆⾛

l動く歩道を眺めながら
l紫エリアを⼀周

n曲がり⾓の度に聞かれる
l「⻘表⽰ですか？」

n10分ほどの移動
lチェックポイント到着

uパスポート＋QRコード確認
uMySOSの表⽰がもたつく…

Ø担当の⽅も申し訳なさそう
nさらに歩いて…

lフリダシ(113ゲート)に戻る
lその先の⼊国審査へ
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実際は2Fの到着フロア
全員検査をしていた頃
のレイアウトのまま？



⼊国審査＋税関審査
n⾃動化ゲートのありがたみを実感

lパスポート読み取り
l顔撮影時にマスクを外すのを忘れずに！

uいつも通りサクッと通過
n税関アプリで事前登録済みです！

l専⽤端末にご案内
lパスポート読み取り…顔照合

uえ？すぐ後ろの⾃動化ゲートでやったやん
l税関アプリのQRコード読み取り

u申請項⽬の最終確認
l判定⻩⾊→有⼈検査台へご案内

uパスポートを⾒ながら、痩せられましたか？
u確かに痩せましたウエスト15cm減りましたし
uそれで照合エラーですね
uなんて正確な計測…
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どっちの顔照合が
良いシステム
なんだろうか…

h9ps://www.customs.go.jp/kaigairyoko/egate.htm



帰国後、謎の待機要請
nMySOSが⾚表⽰に戻る！

l⾃宅待機を要請されている？
lスペインは⾃宅待機が廃⽌になったはず

n⼊国時にもらった「健康カード」を読む
l「⼊国後の待機が必要な⽅は…」と書かれてる！

n厚労省のWebサイトを確認
l⾃宅待機廃⽌を確認
l6/1の⽔際対策緩和にアプリが追従できてない？
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この「2⽇」が
後の混乱に



帰国２⽇後の通知
nやっぱり…

l待機要請は無かった…のか？
l結局、何なのか不明なまま
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帰国(7/17)から4⽇後にCOCOAが…
n⽇本時間7/17 09:00頃の⾼倉の⾏動

l06:00-08:34 空港ラウンジ(がら空き)→搭乗ゲートへ
l08:40頃無感染証明チェックの列に(3分程度)
l08:48 搭乗…09:00カウント開始〜20:30 降機

u21:00第⽻⽥1ターミナルに到着
• 機内であるのは間違いない
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7/21

07:22ラウンジで野菜！
がら空きでした 08:21 夜勤だバーガー?

途中で⾒かけた 08:34 搭乗機確認 08:48 搭乗
Life logは重要



詳細解析サイトhttps://cocoalog.jp
n濃厚接触の定義

l概ね1m以内・15分間以上の近接
n加算は1分単位！
n全員が機内の⼈

l搭乗ゲートでの無感染証明チェック〜搭乗の20分間
u4⼈は1m程度

Ø10分間だけって誰？
Ø隣席ならもっと⻑時間の近接があるはず

u2⼈は2m以上
ØNo.5は機内と思われる
ØNo.6は陰性証明確認〜搭乗待ちの間の可能性
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7/25



7/17の状況を確認
n69⼈と20分以上近接

l6⼈は国際線機内
u4⼈は近隣

l63⼈は
u⽻⽥→関空
u関空→難波(44分だが1⾞両に数⼈)
uなんば→梅⽥ (乗⾞時間9分！)
→60⼈近くが⽻⽥→関空の機内?
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⽶国の感染対策の状況(8/9〜8/14)
nワクチン接種証明書の添付不要

l⼊国⼿続きのスピードアップ
l⽇本出発前に

uワクチン2回⽬接種の宣誓書
uチェックイン時に航空会社に提出
u航空会社が⽶国政府のシステムにオンライン⼊⼒
u⽶国⼊国時のパスポートコントロールで⼊⼒データのチェック

n⾼倉の前に到着した便
l提出漏れ多数

u⽇本語の接種証明書のみ持参(MySOSアップロードのため？)
l英語通じない⼈多数

uスマホの⾳声翻訳活⽤
Ø⼿持ち1300ドルなのに1300万円と⾔っちゃう⼈

u⼊国審査に2時間
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例外処理を想定してない⽶国⽅式

+最終ページに署名



国内は状況に応じた対策
nシアター⽅式
nマスク着⽤は推奨

l着⽤率10%程度
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ラウンドテーブル⽅式の会議
nマスク着⽤必須

l建物の⼊り⼝でマスクチェック
u配布⽤マスクも準備

l通路・会場⼊り⼝でも巡回
uマスク未着⽤だと⼊室を阻⽌される

lそれでも感染者は出てしまう
uクラスタ発⽣には⾄っていない模様
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MySOS…
n２⽇後にMySOSトレース終了

lバルセロナ: COCOA通知は帰国4⽇後
u⼀⼈⽬の陽性確認は帰国3⽇後?
→追跡不可能?

l⽶国の場合: COCOA通知は1週間経過しても0
uそれはそれで不気味ではある
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全体としての印象
n我が国のデジタル化の現状…例外処理を想定していない？

lスマホ故障、ネットワーク障害を想定した実装の有無
lスペイン版アプリは最初から「念の為の」紙印刷を想定
l⽶国の⼊国審査も例外処理を想定していない…

30スマホ画⾯のスクショ Web版からダウンロード



MySOSの悩ましいところ
n⼀⾒、厚労省アプリに⾒えるが
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⺠間企
業が管

理

実効性のない禁⽌事項



今後の懸念事項
n先進各国で⼊国前の陰性証明が不要に

l先進国でのPCR検査場の縮⼩
u空港設置の検査場が終了した都市も

Øジュネーブ空港とか
l⾼倉が受検した

uバルセロナ空港検査場
Ø閑古⿃状態とのこと

uラスベガス市内のクリニック
Ø閑古⿃状態

n帰国困難者の問題が浮上する？
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2022年4⽉

2022年7⽉

https://www.travelandliveabroad.site/barcelona-airport-pcr/7093/


